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施 策 展 開 の 方 向 ２ － ２ － （ ２ ） 教 育 ・ 保 育 の 計 画 的 整 備 ・ 提 供  【 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 地

域 型 保 育 需 要 の 計 画 的 な 整 備 】 （ 利 用 定 員 数 ）  

 

１ 幼 稚 園 ・ 認 定 こ ど も 園 の 教 育 利 用  

量 の 見 込 み （ 利 用 者 数 ） と 確 保 方 策 （ 利 用 定 員 数 ）  

      見 直 し 前                  見 直 し 後            参 考  

 

1 号 （ Ｐ 9 ～ 11 の 合 計 ） ＋ 2 号 （ 学 校 教 育 利 用 希 望 が 強 い ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 量 の 見 込 み  

保 育 利 用 者 数 が 増 加 傾 向 に あ る 中 ， 全 国 の 女 性 就 業 率 の 上 昇 に 応 じ て 減 っ て

い く と い う 想 定 の も と ， 令 和 ２ 年 度 及 び 令 和 ３ 年 度 の 人 口 と 入 園 児 数 の 実

績 ， 将 来 人 口 推 計 結 果 か ら 見 込 ん で い ま す 。  

市 全 体 と し て は ， つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 を 中 心 と し た 開 発 の 影 響 等 に よ

り ， 見 直 し 前 と 比 較 し て 増 加 と 見 込 ん で い ま す が ， 引 き 続 き 減 少 傾 向 に あ る

と 見 込 ん で い ま す 。  

○ 確 保 方 策  

市 全 体 と し て は ， 既 存 幼 稚 園 の 認 定 こ ど も 園 へ の 移 行 の 際 に ， 保 育 利 用 の 定

員 を 設 け て ， 教 育 利 用 の 定 員 は 減 少 さ せ る た め ， 認 定 こ ど も 園 へ の 移 行 が 進

む こ と で 減 少 す る 傾 向 に あ る と 見 込 ん で い ま す 。  

中 央 地 域 は ， 想 定 よ り 認 定 こ ど も 園 へ の 移 行 が 進 ん で い な い た め ， 見 直 し 前

に 比 べ て 増 加 と 見 込 ん で い ま す 。  

資 料 １ 補 足  
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２ 保 育 園 ・ 認 定 こ ど も 園 ・ 小 規 模 認 可 保 育 事 業 の 保 育 利 用  

量 の 見 込 み （ 利 用 者 数 ） と 確 保 方 策 （ 利 用 定 員 数 ）  

       見 直 し 前                 見 直 し 後         参 考  

 

2 号 （ 「 学 校 教 育 利 用 希 望 が 強 い 」 以 外 ） ＋ 3 号  Ｐ 1 2～ 20 の 合 計  

 

 

 

 

 

 

 

○ 量 の 見 込 み  

保 育 利 用 者 数 が 増 加 傾 向 に あ る 中 ， 全 国 の 女 性 就 業 率 の 上 昇 に 応 じ て 伸 び て

い く と い う 想 定 の も と ， 令 和 2 年 度 及 び 令 和 3 年 度 の 人 口 と 入 園 児 数 の 実 績 ，

将 来 人 口 推 計 結 果 か ら 見 込 ん で い ま す 。  

市 全 体 と し て は ， 見 直 し 前 と 比 較 し て 微 減 と 見 込 ん で い ま す 。 北 部 地 域 は つ

く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 を 中 心 と し た 開 発 の 影 響 に よ り 増 加 と 見 込 ん で い ま す

が ， 中 央 地 域 と 南 部 地 域 は 減 少 と 見 込 ん で い ま す 。  

○ 確 保 方 策  

市 全 体 と し て は ， 「 令 和 6 年 度 の 認 可 保 育 施 設 の 確 保 方 策 (9 520 人 )」 と 「 令

和 4 年 度 の 認 可 保 育 施 設 の 実 績 見 込 み 数 (8901 人 )」 を 比 較 す る と ， 619 人 分

不 足 ， 地 域 別 で 見 て も 全 地 域 で 不 足 し て い る た め ， 特 に 需 要 の 高 い 1・ 2 歳 児

を 中 心 に 全 地 域 で 整 備 を 進 め て い く 必 要 が あ る と 見 込 ん で い ま す 。  

た だ し ， 中 ⾧ 期 的 に は 少 子 化 に よ っ て 保 育 利 用 者 数 が 減 少 す る こ と が 予 想 さ

れ る た め ， 整 備 予 定 地 に つ い て は 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  


